
企画詳細はウラ⾯へ！皆様のご参加を京都でお待ちしております

◆学術⼤会参加費
【事前参加登録�〜7/31】11,000円（学⽣1,000円）

◆⼀般演題募集
 2025年3⽉4⽇(⽕)〜5⽉1⽇(⽊)�正午

◆⼤会事前参加登録
 2025年4⽉1⽇(⽕)
  ��〜7⽉31⽇(⽊)�正午

◆⼤会事前参加登録
 2025年4⽉1⽇(⽕)
  ��〜7⽉31⽇(⽊)�正午

◆宿泊予約案内 2025年4⽉1⽇(⽕)〜
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【通常・当⽇参加登録】15,000円（学⽣1,000円）



分科会名（案）

心不全の病態・管理・指導に求められる薬剤師の専門性

薬剤師が関わるセルフケア支援の未来

感染症の薬学的管理に求められる薬剤師の専門性

薬剤師による認知症ケアの新展開

災害薬事コーディネーター：求められる薬剤師の専門性

小児在宅医療における高度な薬学的管理の実際：求められる薬剤師の専門性

脳卒中の両立支援に向けた地域でのネットワーク

医療DXの進歩を医療安全に繋げるための薬剤師の専門性

地域で行うCKDチーム医療〜多職種連携・協働の実際〜

薬剤師のあり方と対人業務の未来を拓く 〜対人業務の質向上に向けた「見える化」の取り組みと展望

良好な血糖コントロールを目指す糖尿病の薬学的管理：求められる薬剤師の専門性

実務実習をより魅力的にするために

薬剤師による栄養管理の関わり

終末期の在宅医療で求められる薬剤師の専門性とは：ACPと薬局、居宅での患者急変時の対応

日本薬剤師会・PMDA合同分科会：もっともっと活用しよう！医薬品情報

プログラム医療機器（SaMD）の拡がりと薬剤師の専門性

��治療の最前線：求められる薬剤師の専門性

学校教育における健康教育

ワークショップ

薬局でPISCSを活用した相互作用マネジメントを実践しよう（日本医療薬学会共催）

職業性薬剤曝露予防のためのCSTD適正使用研修会（企業共催ワークショップ）

特別記念講演

特別企画

特別講演

特別⿍談

単位申請予定

◉⽇病薬��病院薬学認定薬剤師
◉⽇本薬剤師研修センター研修認定薬剤師

分科会

 ⾼橋淳（京都⼤学iPS細胞研究所�所⻑）
「iPS細胞が⽬指す未来」

 間野博⾏（国⽴がん研究センター研究所�研究所⻑）他
「がんゲノム医療と創薬の未来」

 井上治久、⻑船健⼆（京都⼤学iPS細胞研究所�副所⻑）
「iPS細胞の研究と臨床の最前線」

「狂⾔の笑いと健康」、「華道と⽣薬」
「脳とAIの未来」、「いま求められる薬物乱⽤防⽌教育とは？」

 城�克⽂（厚⽣労働省�医薬局⻑）、岩⽉�進（⽇本薬剤師会�会⻑）
 森�昌平（⽇本薬剤師会�副会⻑）

「薬機法改正とこれからの薬剤師」

※いずれも2025年3月10日現在の予定です。今後変更となる場合がございます。

日本薬剤師会  公式キャラクター

⽇本薬剤師会�学術⼤会
第58回
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